
二∴了二三妻二三二一一二〇

同志社大学・神戸製銅で黄金期を築いた六八木津史氏(右)と共に

新たな-歩を踏み出した林敏之氏

「
ラ
グ
ビ
ー
の
指
導
を
通
し

て
、
子
供
た
ち
に
夢
や
感
動

を
与
え
た
い
」
と
、
特
定
非
営

利
法
人
(
N
P
O
法
人
)
ヒ
ー
ロ

ー
ズ
が
設
立
さ
れ
た
。

理
事
長
を
務
め
る
の
は
元

ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
の
林
敏

之
氏
。
現
役
時
代
は
、
神
戸
製

鋼
の
日
本
一
に
も
貢
献
す
る
な

ど
、
そ
の
戦
績
に
は
枚
挙
に
い

と
ま
が
な
い
。

「
自
分
も
子
供
時
代
に
ラ

グ
ビ
ー
選
手
と
出
会
い
、
そ
れ

が
憧
れ
と
な
り
、
熱
心
に
ラ
グ

ビ
ー
に
打
ち
込
む
よ
う
に
な
っ

た
。
汗
や
涙
を
流
す
こ
と
の

素
晴
ら
し
さ
や
湧
き
上
が
る

感
動
を
覚
え
た
。
現
代
は
乾

い
た
時
代
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
自
分
の
貴
重
な
実
体

験
を
も
と
に
、
夢
や
感
動
を

子
供
た
ち
に
も
伝
え
た
い
」
と

設
立
の
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
た
。

3
月
2
0
日
、
リ
ッ
ツ
カ
ー
ル

ト
ン
大
阪
で
、
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
の
設

立
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
た
。

同
志
社
大
学
、
神
戸
製
鋼
の

後
輩
に
あ
た
る
大
八
木
澤
史

氏
、
平
尾
誠
二
氏
の
姿
も
。
会

場
に
は
、
林
氏
の
熱
意
に
ほ
だ

さ
れ
て
、
会
場
に
は
立
錐
の
余

地
も
な
い
ほ
ど
の
来
場
者
で

あ
ふ
れ
か
え
っ
た
。

林
氏
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
ラ

グ
ビ
ー
を
通
じ
て
「
出
会
い
」
太
叩

の
大
切
さ
」
「
勇
気
」
「
感
動
」

「
感
謝
」
を
伝
え
る
た
め
に
「
将

来
世
代
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
̃

ラ
グ
ビ
ー
寺
子
屋
」
を
日
本
全

国
で
開
催
し
て
き
た
。
今
後
も

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ラ
グ
ビ
ー
寺

子
屋
で
の
指
導
を
通
し
て
、
第

2
の
林
敏
之
の
誕
生
を
願
う
。

漢
お
問
い
合
わ
せ

N
P
O
法
人
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
事
務
局

密
0
6
・
6
8
6
1
I
4
4
1
4
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搭
館
山

与
謝
野
晶
子
と
阪
神
地
区
②

加
藤

隆
久
(
鵠
輔
弼
会
襲
)

昭
和
十
一
年
五
月
十
三
日
、
丹
羽
安
喜
子
の
歌
集
『
芦

屋
よ
り
』

の
出
版
記
念
会
が
大
阪
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
た

時
に
、
晶
子
は
表
紙
絵
を
描
い
た
画
家
の
石
井
柏
亭
と
共

に
列
席
し
て
、
晶
子
の
息
子
・
秀
と
同
夫
人
の
み
ち
子
と
、

三
人
で
芦
屋
の
丹
羽
邸
に
宿
泊
し
て
い
ま
す
。
そ
の
時
の

自
筆
の
原
稿
が
、
私
の
持
っ
て
い
た
竹
の
文
箱
の
中
に
残

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
見
ま
す
と
、
晶
子
と
安
喜
子
と

の
出
会
い
や
師
弟
関
係
の
様
子
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
に

よ
り
ま
す
と

《
丹
羽
夫
人
は
十
七
・
八
年
前
か
ら
新
語
社
の
社
友
で

あ
っ
た
。
併
し
故
人
の
寛
も
私
も
家
族
同
様
に
お
親
し
く

す
る
や
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
五
年
こ
の
方
で
あ
る
。

其
の
夏
私
達
は
講
演
の
為
め
に
紀
州
の
高
野
山
へ
出
か
け

た
帰
り
に
、
東
京
か
ら
同
行
し
た
近
江
、
辻
二
夫
人
を
も

加
え
て
、
関
西
の
社
友
の
方
た
ち
と
幾
日
か
を
継
続
し
て

歌
を
詠
む
企
て
を
も
っ
て
居
た
。
以
前
に
御
良
人
俊
彦
氏

が
外
遊
中
に
一
度
富
士
見
町
の
家
を
夫
人
が
訪
ね
て
下
す

っ
た
事
は
あ
っ
て
も
、
こ
ん
な
目
的
が
あ
っ
て
逢
っ
た
の

は
こ
の
時
が
最
初
で
、
其
れ
は
私
の
郷
里
の
和
泉
の
濱
寺

の
海
岸
で
あ
っ
た
。
翌
日
は
大
阪
、
翌
々
日
か
ら
は
神
戸
、
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六
甲
と
云
ふ
よ
う
に
場
所
を
変
え
て
、
歌
会
は
予
定
通
り

連
日
開
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
事

と
話
し
て
い
て
、
「
昭
和
十
一
年
三
月
十
日
、
邁
青
書
屋

に
て

与
謝
野
晶
子
」

と
し
た
た
め
て
あ
り
ま
す
。

資
料
の
中
に
は
安
喜
子
さ
ん
の
歌
稿
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
、
一
首
一
首
に
与
謝
野
夫
妻
が
朱
で
添
削
を
し
て
お
り
、

末
尾
に
評
を
し
て
い
る
の
が
散
見
で
き
ま
す

(
写
真
左
)
。

こ
れ
ら
の
歌
稿
に
記
さ
れ
た
年
月
日
を
見
ま
す
と
、
一
番

古
い
も
の
が
大
正
九
年
十
二
月
、
次
い
で
昭
和
五
年
九
月

五
日
、
そ
れ
か
ら
昭
和
七
年
十
二
月
十
四
日
、
昭
和
八
年

十
一
月
末
日
、
昭
和
八
年
十
二
月
十
六
日
、
昭
和
九
年
二

月
十
三
日
夜
、
昭
和
十
年
四
月
十
日
、
昭
和
十
年
十
月
二

十
八
日
、
昭
和
十
三
年
十
二
月
二
十
四
日
と
あ
り
ま
し
て
、

最
後
が
昭
和
十
五
年
一
月
「
有
馬
で
療
養
中
の
う
た
」

で

終
わ
っ
て
い
ま
す
。
歌
稿
の
添
削
の
始
ま
り
が
大
正
九
年

で
す
が
、
晶
子
と
安
喜
子
は
昭
和
十
一
年
に
記
し
た

『
芦

屋
よ
り
』

の
序
文
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
十
七
・
八
年
前
と

い
う
と
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
年
代
に
な
り
ま
す
。
は
じ
め
は

丹
羽
安
喜
子
の
自
筆
原
稿
。
与
謝
野
夫
妻
の
朱
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
。
(
筆
者
所
蔵
)
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与謝野晶子直筆の短冊。
右が「清水へ祇園をよぎる花月夜こよひ途ふ入営うつ

くしを」 、左が「やは肌乃あつき血潮に触れも兄でさび

しからすや道を説く君」の歌。 (筆者所蔵)

70

新
詩
社
の
社
友
と
し
て
歌
の
添
削
を
請
う
た
だ
の
師
弟
関

係
で
、
昭
和
五
年
か
ら
親
し
い
交
際
が
始
ま
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

晶
子
の
歌
の
評
は
実
に
懇
切
丁
寧
で
、
し
か
も
気
配
り

が
あ
る
の
に
は
感
服
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
歌
頭
の
賞
点

の
マ
ル
を
横
に
並
べ
て
善
く
の
が
特
徴
で
し
て
、
い
ず
れ

も
朱
で
波
の
よ
う
な
マ
ル
が
や
さ
し
く
つ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
晶
子
は

「
秀
れ
た
る
着
想
」

と

「
常
識
的
な
る
も
の

の
排
除
」

と
い
う
語
句
を
よ
く
引
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の

歌
稿
の
評
の
中
に
も
昭
和
八
年
十
一
月
末
日
付
け
の
も
の

に

「
御
旅
中
の
制
作
よ
き
お
着
想
多
し
、
常
識
的
着
想
の

減
じ
た
る
を
賀
し
上
げ
候
。
寛
、
晶
子
両
人
に
て
拝
見
」

と
記
し
、
ま
た
別
の
も
の
に
は

「
償
な
き
着
想
は
思
い
切

っ
て
お
捨
て
下
さ
れ
た
く
候
。
晶
子
拝
見
」

と
記
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
晶
子
の
短
歌
の
評
論
に
し
ば
し
ば
出

て
く
る
歌
論
の
中
心
を
な
す
も
の
で
し
た
。
例
え
ば
「
白

き
富
士
群
青
の
裾
大
童
の
淡
さ
紅
葉
と
精
進
湖
の
水
」
と

い
う
歌
を
「
色
を
並
べ
候
こ
と
初
心
の
人
の
す
る
こ
と
」

と
厳
し
く
戒
め
て
批
評
を
し
て
い
ま
す
。
昭
和
十
一
年
五

月
十
三
日
に
丹
羽
安
喜
子
の
出
版
記
念
会
に
出
席
し
、
丹

羽
邸
に
泊
ま
っ
た
晶
子
は
次
の
よ
う
な
歌
を
詠
ん
で
い
ま
す
。

上
梓
の
賀
あ
り
と
我
ら
の
来
て
あ
へ
る

藍
屋
の
邸
の
初
夏
の
雨

一
昨
年
の
津
波
の
後
に
住
み
つ
き
し

木
の
若
葉
す
る
藍
屋
邸
か
な

こ
の
年
の
二
年
前
に
芦
屋
で
大
津
波
が
あ
っ
た
の
で
し

ょ
う
。あ

さ
ま
し
く
津
波
に
逢
ひ
し
濱
の
家

朽
ち
く
ら
べ
け
り
不
軍
の
身
に
も

写
真
師
の
う
し
ろ
に
松
の
花
粉
散
る

五
月
の
雨
の
い
さ
さ
か
の
ひ
ま

こ
の
時
の
晶
子
の
年
譜
に
は

「
五
月
京
阪
神
方
面
へ
西

下
、
吟
行
を
続
け
る
。
『
晩
春
行
』

七
十
九
首
を

『
冬
柏
』

に
発
表
」

と
あ
り
ま
す
。
晶
子
が
芦
屋
へ
来
ま
し
た
最
後

は
昭
和
十
五
年
四
月
二
十
二
日
で
す
。
東
京
か
ら
晶
子
、

令
息
、
同
夫
人
と
令
嬢
の
ほ
か
、
歌
の
友
達
四
人
を
連
れ
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て
芦
屋
に
来
遊
し
ま
し
た
。
六
甲
・
有
馬
・
須
磨
を
丹
羽

安
喜
子
が
案
内
し
、
六
麓
荘
の
国
際
ホ
テ
ル
に
も
行
き
、

芦
屋
の
全
景
を
観
光
し
て
い
ま
す
。

行
春
の
武
庫
の
藍
屋
の
沙
川
に

流
る
る
と
な
く
伏
し
た
る
水
よ

松
畝
が
つ
つ
じ
の
紅
に
ま
み
れ
た
る

武
庫
の
辰
巳
の
裾
山
を
ゆ
く

松
原
の
柳
の
添
ひ
て
路
い
た
る

麗
屋
の
濱
の
防
波
堤
ま
で

大
阪
の
港
の
役
所
山
吹
の

垣
結
ぶ
ご
と
し
海
の
上
の
灯

春
の
灯
の
麗
し
き
夜
の
二
更
に
て

蛙
な
く
な
る
山
麓
屋
か
な

こ
れ
ら
の
歌
を
詠
ん
で
翌
日
か
ら
京
都
、

丹
羽
安
喜
子
が
案
内
し
て
帰
京
し
ま
し
た
。
天
橋
立
な
ど

そ
の
五
日
後

与謝野寛(=鉄幹)の歌碑除幕式。鞍馬寺にて昭和13年5月22日撮影。 (写真は筆者所蔵)

に
脳
溢
血
で
倒
れ
て
以
来
、
右
半
身
不
随
で
病
に
伏
せ
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
。
従
い
ま
し
て
こ
の
芦
屋
が
最
後
の

吟
行
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
十
七
年
一
月
頃
か
ら
晶

子
は
病
状
が
悪
化
し
狭
心
症
を
伴
う
よ
う
に
な
っ
て
、
五

月
に
は
尿
毒
症
を
併
発
、
十
八
日
よ
り
意
識
不
明
に
陥
っ

て
二
十
九
日
に
亡
く
な
る
の
で
す
。
丹
羽
安
喜
子
は
こ
の

文
章
の
終
わ
り
を
こ
の
よ
う
に
結
ん
で
い
ま
す
。

《
芦
屋
を
御
出
立
の
際
、
先
生
の
歌
碑
を
芦
屋
に
建
て

た
い
と
思
ひ
ま
す
と
申
し
上
げ
た
ら
、
「
あ
の
松
原
へ
」

と
ほ
ほ
ゑ
ま
れ
、
「
そ
の
う
ち
ま
た
よ
せ
て
頂
い
て
、
そ

の
様
な
歌
を
詠
み
ま
せ
う
ね
」
と
仰
せ
ら
れ
た
が
、
こ
の

時
が
最
後
に
な
ろ
ふ
と
は
、
先
生
も
私
達
も
忠
は
な
か
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
)

い
ま
、
与
謝
野
晶
子
の
歌
碑
が
芦
屋
に
建
立
さ
れ
て
い

な
い
の
が
悔
や
ま
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

漢
加
藤
隆
久
(
か
と
う
た
か
ひ
さ
)

1
9
3
4
年
生
ま
れ
。

生
田
神
社
宮
司
。
神
一
畳
云
術
文
化
会
議
長
。
神
戸
女
子
大

学
名
誉
教
授
。
文
学
博
士
。
震
災
で
倒
壊
し
た
生
田
神
社
を

「
耐
震
神
社
」
と
し
て
再
建
。
神
道
史
や
地
域
史
の
研
究
、
伝

統
芸
能
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
と
幅
広
く
活
躍
。

神
戸
市
文
化
賞
、
兵
庫
県
文
化
賞
受
賞
。
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連
載

お
も
し
ろ
浮
世
藤
講
座
・
江
戸
人
の
遊
び
心
⑤

中
右
瑛

72

ふ
の
字
づ
く
し
の
寄
せ
絵

「
あ
げ
ま
ん
」
ぉ
夢
精
の
ラ
ッ
キ
ー
・
カ
ー
ド

絵
師
・
藤
よ
し

お
馴
染
み
「
ふ
っ
く
ら
さ
ん
」

の
お
多
福
。
美
形
で
は

な
い
が
母
性
愛
く
す
ぐ
る
福
よ
か
な
顔
つ
き
は
、
日
本
人

に
は
幸
福
を
呼
ぶ
女
性
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
江
戸

時
代
に
は
吉
兆
「
あ
げ
ま
ん
」
と
し
て
浮
世
絵
に
は
数
多

く
登
場
し
た
。

図
は
お
多
福
の
お
神
楽
面
だ
が
、
よ
く
見
る
と
、
い
ろ

い
ろ
な
も
の
を
寄
せ
集
め
て
、
顔
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

髪
の
毛
は

「
房
」
。
目
、
眉
毛
は

「
筆
先
」
。
鼻
は
「
ふ
」

の
文
字
。
口
は

「
袋
」
。
額
に
は

「
分
銅
」

(
江
戸
時
代
の

計
量
器
の
重
し
)
。
「
福
」

に
通
じ
る

「
ふ
」

の
字
尽
く
し

で
あ
る
。

顔
の
輪
郭
線
は
、
瓢
箪
型
だ
。
顔
の
右
側
に
は
小
さ
な

瓢
箪
が
描
か
れ
、
そ
の
な
か
に
画
師
「
藤
よ
し
」

の
落
款

が
書
さ
れ
て
い
る
。
瓢
箪
は

「
ふ
く
べ

(
瓢
)
」

と
も
読

み
、
落
款
と
も
に

「
ふ
」

の
字
づ
く
し
と
な
り
、
「
有
掛

絵
」

と
呼
ば
れ
る
ラ
ッ
キ
ー
・
カ
ー
ド
。

「
藤
よ
し
」
と
い
う
浮
世
絵
師
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、

「
藤
よ
し
」

と
落
款
さ
れ
た
戯
画
や
お
も
ち
ゃ
絵
、
有
掛

絵
を
若
干
残
し
て
い
る
。
「
お
も
ち
ゃ
絵
」

の
名
千
・
一

鵬
斎
芳
藤
の
弟
子
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
私
は
、
芳
藤
が

「
ふ
」

の
字
尽
く
し
の
た
め
に
、
洒
落
て
ペ
ン
ネ
ー
ム
芳

藤
を
ひ
っ
く
り
返
し
て

「
ふ
じ
よ
し
」

と
著
名
し
た
の
で

は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

背
景
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

慶
応
三

(
一
八
六
八
)

年
二
月
七
日
、
卯
の
刻
。
金
性

の
人
、
う
け

(
有
掛
)

に
入
る
。

す
な
わ
ち
、
有
掛
に
入
る
金
性
の
人
と
は
、

2
歳
、
1
7
歳
、
1
8
歳
、
2
5
歳
、
2
6
歳
、
3
3
歳
、

3
4
歳
、
4
7
歳
、
4
8
歳
、
弱
歳
、
粥
歳
、
6
3
歳
、

6
4
歳
、
7
7
歳
、
7
8
歳
、
8
5
歳
、
8
6
歳
、
9
3
歳
、

9
4
歳
、
1
0
7
歳
、
1
0
8
歳
。

と
、
大
勢
い
る
。

前
回
掲
載
の

「
有
掛
絵
の
福
助
」
と
同
じ
趣
向
で
あ
る
。

お
多
福
は

「
あ
げ
ま
ん
」
。
美
形
ば
か
り
が
女
性
で
は

な
い
。
子
宝
に
恵
ま
れ
、
商
売
繁
盛
、
お
金
が
貯
ま
る
。

こ
の
福
よ
か
な
顔
こ
そ
が
、
日
本
人
の
理
想
の
女
性
と
い

う
殿
方
も
多
い
。

「
こ
の
お
多
福
の
ラ
ッ
キ
ー
・
カ
ー
ド
を
買
え
ば
、
寅
男

は
幸
福
に
な
れ
る
」

と
い
う
趣
旨
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

独
身
男
は
こ
ぞ
っ
て
こ
の
吉
兆
ラ
ッ
キ
ー
・
カ
ー
ド
を

買
っ
た
に
違
い
な
い
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



73

全性の人様うけにいる 藤よし

書
中
右
瑛
(
な
か
う
・
え
い
)

抽
象
画
家
。
浮
世
絵
・
夢
二
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
。

一
九
三
四
年
生
ま
れ
、
神
戸
市
在
住
。

行
動
美
術
展
に
お
い
て
奨
励
常
、
新
人
賞
、
会
友
賞
、

行
動
美
術
賞
受
賞
。
浮
世
絵
内
山
賞
、
半
と
ん
現
代

美
術
賞
、
兵
庫
県
文
化
賞
、
神
戸
市
文
化
賞
な
ど
受

賞
。
現
在
、
行
動
美
術
協
会
会
員
、
国
際
浮
世
絵
学

会
常
任
理
事
。
著
書
多
数
。
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/

1器ヂ

船

兵
庫
沖
縄
友
愛
協
定
締
結
3
5
周
年
・

神
戸
空
港
開
港
一
周
年
記
念

沖
縄
ク
ル
ー
ズ
&
フ
ラ
イ
①文

・
写
真

上
川
庄
二
郎

闘闇醒韓闇
藷間隔面貼

【
兵
庫
沖
縄
友
愛
運
動
県
民
の
会
】

太
平
洋
戦
争
も
末
期
の
沖
縄
本
島
決
戦
時
、
沖
縄
県
に

赴
任
さ
れ
た
神
戸
二
中
(
現
兵
庫
高
校
)
出
身
の
島
田

叡
(
あ
き
ら
)
知
事
が
、
わ
が
身
を
捨
て
て
沖
縄
県
民
の

た
め
に
尽
く
さ
れ
県
民
と
運
命
を
共
に
さ
れ
た
。
こ
の
こ

と
が
切
っ
掛
け
に
な
っ
て
、
沖
縄
の
本
土
復
帰
の
年
に
両

県
が
兵
庫
沖
縄
友
愛
協
定
を
締
結
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

以
来
、
長
さ
に
亘
っ
て
両
県
の
絆
を
保
っ
て
き
た
の
が
兵

庫
沖
縄
友
愛
運
動
県
民
の
会
と
神
戸
泡
盛
の
会
で
あ
る
。

【
沖
縄
友
愛
訪
問
の
旅
を
企
画
】

今
回
は
、
そ
の
兵
庫
沖
縄
友
愛
協
定
締
結
か
ら
3
5
周

年
と
い
う
節
目
を
迎
え
た
こ
と
と
、
昨
年
開
港
し
た
神
戸

空
港
の
開
港
一
周
年
を
記
念
し
て
、
二
つ
の
沖
縄
友
愛
訪

問
の
旅
が
企
画
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
行
き
は
神
戸
港

か
ら
那
覇
港
ま
で
を
《
ぱ
し
ふ
い
っ
く

び
い
な
す
》
で

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
、
帰
り
は
那
覇
か
ら
空
路
神
戸
空
港
へ
、

も
う
一
つ
は
、
神
戸
・
沖
縄
を
往
復
航
空
便
で
と
い
う
企

画
で
あ
る
。
共
に
那
覇
市
で
催
す
沖
縄
の
皆
さ
ん
と
の
交

流
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
メ
イ
ン
の
企
画
で
あ
る
。
両
グ

ル
ー
プ
併
せ
て
お
よ
そ
一
〇
〇
人
が
参
加
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

【
神
戸
港
か
ら
石
垣
島
へ
】

私
は
、
ク
ル
ー
ズ
組
で
参
加
し
た
o
横
浜
か
ら
の
乗
船

客
が
一
六
八
名
、
神
戸
か
ら
は
三
三
三
名
、
あ
わ
せ
て
五

〇
一
名
。
ほ
ぼ
満
員
の
乗
船
客
を
乗
せ
て
3
月
n
日
に

神
戸
港
を
出
航
し
た
。
こ
の
ク
ル
ー
ズ
は
、
石
垣
島
、
宮

古
島
、
沖
縄
本
島
に
寄
港
す
る
こ
と
か
ら
、
沖
縄
県
知
事

と
そ
れ
ぞ
れ
の
市
長
に
神
戸
市
長
か
ら
の
親
書
も
携
行
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

神
戸
か
ら
沖
縄
ま
で
は
、
4
0
時
間
ほ
ど
の
航
海
で
あ

る
が
、
石
垣
島
ま
で
は
さ
ら
に
ひ
と
晩
と
ゆ
っ
く
り
船
旅

74
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で
寛
い
だ
。
船
旅
で
は
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
た

が
、
今
回
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
石
垣
市

(
鳩
間
島
)

出
身

の
鳩
間
可
奈
子
さ
ん
の
島
唄

(
八
重
山
民
謡
)

コ
ン
サ
ー

ト
。
沖
縄
出
身
の
乗
客
も
い
て
、
み
ん
な
で
一
緒
に
唄
っ

て
踊
る
と
い
う
盛
り
上
が
り
ぶ
り
。
沖
縄
に
や
っ
て
き
た

と
い
う
実
感
が
湧
く
。

2
月
1
4
日
朝
8
時
、
石
垣
港
に
着
岸
。
8
時
3
0
分
、

票
数
石
垣
市
観
光
課
長
の
出
迎
え
で
市
役
所
へ
。
早
速
市

長
室
に
通
さ
れ
、
大
泊
長
照
市
長
が
生
憎
東
京
出
張
中
と

い
う
こ
と
で
粟
島
健
総
務
部
長
と
池
職
安
別
企
画
開
発

部
長
が
対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

兵
庫
県
に
は
石
垣
出
身
の
方
も
多
く
在
住
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
ま
た
南
西
諸
島
ブ
ー
ム
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、
7
月
か
ら
は
神
戸
・
石
垣
線
の
空
路
も
新
設
さ

れ
る
。
こ
れ
を
機
に
従
来
に
も
増
し
て
両
市
の
交
流
を
深

め
た
い
と
、
神
戸
市
長
か
ら
の
親
書
を
手
渡
し
た
。
両
部

長
さ
ん
は
、
市
長
が
帰
り
ま
し
た
ら
こ
の
こ
と
を
良
く
伝

え
ま
す
。
ご
訪
問
ほ
ん
と
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
、
と

丁
重
な
答
礼
を
い
た
だ
い
た
。
地
元
新
聞
と
テ
レ
ビ
の
取

材
も
あ
っ
て
い
さ
さ
か
驚
い
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
今
、
離
島
ブ
ー
ム
な
の
だ
ろ
う
か
。

石
垣
観
光
港
は
、
周
辺
の
島
々
に
向
け
て
ひ
っ
き
り
な
し

の
船
の
出
入
で
大
賑
い
。
近
海
航
路
が
な
く
な
っ
て
閑
散

と
し
て
い
る
神
戸
港
・
中
突
堤
の

〃
か
も
め
り
あ
"

と
は

好
対
照
。
何
と
も
羨
ま
し
い
限
り
。

【
オ
リ
ッ
ク
ス
の
キ
ャ
ン
プ
地
・
宮
古
島
へ
】

一
夜
明
け
て
、
次
な
る
訪
問
地
は
、
宮
古
島
。
こ
こ
は
、

オ
リ
ッ
ク
ス
球
団
馴
染
み
の
春
の
キ
ャ
ン
プ
地
で
も
あ
り
、

亡
く
な
ら
れ
た
仰
木
監
督
が
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
も
あ
る
。
宿
舎
か
ら
球
場
ま
で
を
歩
い
て
通
わ
れ
た
と

い
う
道
路
は
、
仰
木
ロ
ー
ド
と
名
付
け
ら
れ
、
毎
年
島
の

人
た
ち
が
こ
の
道
路
を
歩
く
行
事
が
定
例
化
し
て
い
る
の

だ
と
い
う
。
「
私
も
必
ず
参
加
し
て
い
ま
す
」

と
は
、
伊

志
嶺
売
市
長
の
弁
。
「
毎
年
1
0
月
に
は
、
尼
崎
で
宮
古

島
会
が
催
さ
れ
る
の
で
、
今
年
も
那
覇
経
由
で
神
戸
空
港

を
利
用
し
て
行
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
直
行
便
が
関
西

空
港
に
な
っ
た
の
が
残
念
で
す
。
何
と
か
神
戸
に
直
行
便

を
、
と
航
空
会
社
に
申
し
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

私
か
ら
は
、
神
戸
市
長
の
親
書
を
手
渡
し
て
、
「
ぜ
ひ
、

そ
の
節
に
は
神
戸
に
も
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
市
長
に

も
良
く
伝
え
ま
す
。
神
戸
・
宮
古
島
の
直
行
便
に
つ
い
て

も
双
方
で
努
力
い
た
し
ま
し
ょ
う
」
と
云
っ
て
お
暇
し
た
。

こ
れ
か
ら
両
市
と
ど
の
よ
う
な
形
で
交
流
を
深
め
て
ゆ

く
か
、
ゆ
け
ば
よ
い
の
か
。
地
元
で
は
、
昨
年
の
八
重
山

商
工
の
甲
子
園
出
場
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。
神
戸
に
も

石垣市役所にて

宮古島市長と

三 園三重王墓

石垣観光港船窟場

甲
子
園
出
場
級
の
高
校
が
い
く
つ
も
あ
る
。

石
垣
線
開
設
を
機
に
こ
れ
ら
の
高
校
問
の

交
流
試
合
な
ど
が
考
え
ら
れ
な
い
も
の
だ

ろ
う
か
。

喜
か
み
か
わ

し
ょ
う
じ
ろ
う

1
9
3
5
年
生
ま
れ
。

神
戸
大
学
卒
。
神
戸
市
に
入
り
、
消
防
局

’
▲
長
を
最
後
に
定
年
退
職
o
そ
の
後
、
関
西

学
院
大
学
、
大
阪
産
業
大
学
非
常
勤
講
師

を
経
て
、
現
在
、
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
。
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父
・
甚
作
が
手
が
け
る

真
珠
養
殖
場
は

大
村
湾
内
の

前
ノ
島
と
い
う

小
島
に
あ
っ
た

漁
業
組
合
長
を
し
て
い
た

祖
父
は
あ
こ
や
貝
か
ら
採
れ
る

天
然
真
珠
を
扱
っ
て
い
た

田
崎
家
の
親
戚
の
多
く
が

こ
こ
大
村
湾
で

養
殖
場
を
営
ん
で
い
た
が

父
も
そ
の
一
人
だ
っ
た

78

真
珠
に
対
し
て

人
一
倍
愛
情
を
も
っ
て
い
た

父
を
見
て
育
っ
た
俊
作
の

兄
弟
た
ち
は
皆

真
珠
に
た
す
さ
わ
っ
て
い
た
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閣圏堅固圏
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養
殖
場
は

兄
貴
が
継
ぐ
の
だ
か
ら

心
配
い
ら
な
い
だ
ろ
う

独
立
の
た
め
の
資
金
も

貯
め
て
い
る

オ
ヤ
ジ
が
作
っ
た
真
珠
を

こ
の
手
で
売
り
た
い
ん
だ
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独
立
す
る
と
い
っ
て

父
が
簡
単
に

賛
成
す
る
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
か

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
俊
作
の

独
立
へ
の
意
欲
は
さ
ら
に

増
す
こ
と
に
な
っ
た
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え
え
、
真
珠
商
に
な
っ
て

世
界
を
相
手
に

日
本
の
真
珠
を
売
る
こ
と
が

夢
で
し
た

資
金
も
用
意
で
き
ま
し
た
し

事
務
所
の
め
ど
も

つ
き
ま
し
た

そ
ろ
そ
ろ
チ
ャ
ン
ス
が

め
ぐ
っ
て
き
た
と
思
う
の
で
す
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水
木
さ
ん
に
は

真
珠
の
選
別
を
1

真
珠
は
手
で
は
な
く

目
と
心
で
選
別
す
る

の
だ
と
い
う
こ
と
を

教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
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